
　松浦市の山間地にある田代地区では田舎の自然が残る

農村の風景、農業や郷土料理、農村生活などを活かし地

元の地域活性化ができないかと、当初は地元の若者4人

から、都市農村交流が始められました。現在では、農業・

味覚・自然体験、農村民泊体験など55種類もの体験メニュー

とともに20軒の農村民宿、体験インストラクター約60名

と大きく育ちました。九州の中山間地域も頑張っています。
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　農道が整備され、都市からの交通の便が良くなり、

南部町では県内一の生産量を誇る「さくらんぼ」を活用

したイベントをきっかけとしたお客様と地元住民の交

流が盛んになりました。平成3年度からは、周辺市町

村と連携して、首都圏等からこれまで約1万人の農業

体験修学旅行生を受け入れているほか、平成14年度

には「農業観光“四季のまつり”」として、全22コースの

通年的農業体験メニューと、その実施団体もできました。

また、平成16年度には歴史や文化、自然などの地元

資源をフル活用した交流推進事業としてバーチャルビレッ

ジ「達者村」を開村。お客様と地元のつながりは、より

幅広く、また奥行きを増し続けています。

　吉備中央町上田西地区では地域全体を「百姓王国」と名付け、桃大臣やブドウ大臣など、

農作物ごとに大臣を任命し、グリーンツーリズムや体験学習の受け入れに頑張っています。

補助事業を活用して農道や農業体験の出来るハウスや交流体験型宿泊施設「飛躍の郷・ひだ

まり」を整備するなど王国は領土を拡大中です。

　桜井市笠地区は、標高400～500mの中山間地域に

あります。国営総合農地開発事業によって造成された、約

50haの農地を使いそばの生産に取り組み、特産品「笠そ

ば」が誕生しました。平成15年には食事やそば打ち体験

ができる「荒神の里・笠そば処」をオープンし、年間約7万

人もの集客がある名物になりました。「荒神の里・笠そば処」

では、地元農家の方をパートで雇用しており、年間雇用者

数は、延べ2,700人にのぼっています。また、毎年9月の

ソバの花の開花時には、そばピクニックというイベントを

開催し、都市住民とも交流を深めています。

　栃木県益子町には、室町・鎌倉時代に遡るとされる貴重な文化財が点在し、数多

くの伝統文化が残されています。山本地区にも明治初期から始まったといわれる

地区独特の、「山本太々神楽」が伝えられていましたが、戦争や戦後の高度経済成

長期の影響で30年もの間、途絶えていました。

歴史の中に埋もれかけていたこの「山本太々神楽」

を30年ぶりに復活させたのが当時の若者たち

です。昭和62年には地元の手で祭り屋台が復元

され、江戸末期から伝わる「祇園祭り」も復活しま

した。こうして復活された伝統芸能を原動力として、

以後むらづくりの気運が高まり、農道や観光農園、

農村レストランなどを整備し、収穫祭や観光ツアー

などのイベントが活発に行なわれたことで、今で

は、多くの観光客が訪れる地域となっています。
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